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必要とされる組合とは
令和の時代に

新ビジョン、提供サービス、運営体制の構築に向けて

大印工組  三役座談会
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浦久保：　2021年夏に全日本印刷工業組合
連合会（以下、全印工連）から「INSATSU未

来トランスフォーメーション」が発刊され、混

迷の時代における印刷事業社の経営指針

が示されました。その中で令和は「超越経営

者の時代」と定義されています。超越とは

アップデートを意味し、本業、業種・業態の枠

を超えることを意味し、それは先代、先々代

の経営の型を越えることです。旧態依然の

「印刷業を継ぐ」のではなくベンチャースピ

リッツを持ち、印刷プラスαの価値を生み出

し、次の時代を力強く切り開く超越経営者の

育成が急務と考えています。

　また、印刷工業組合の基本機能は「共済」

「連帯」「対外窓口」の3つです。この3つの中

身を総点検し、加えて組織強化にも着手し

ながら現組合員はもとより新たに加入いた

だく方々にとっても魅力ある組合にしていく

ため、3名の副理事長と専務理事を選任させ

ていただいています。では最初に共済を担当

いただいている山本副理事長に2022年度

を振り返っての感想と今期に向けての抱負

をお願いします。

山本：　私は2022年度から副理事長として
１年間、組織共済・支部サポート委員会およ

びCSR推進委員会を担当させていただきま

したが、いちばん感じたのが大印工組と支

部との見えない壁というか、人に伝える（伝

わる）ことの難しさを痛感した1年だったと

感じています。私たちが伝えたいと思ってい

る情報が支部というフィルターを通るとぼや

けていってしまうような、そんな１年でした。

決して支部がどうこうではなく、私の伝え方

や組織体制に問題があると思いますので、

今期はもっとフランクに語り合える交流イベ

ントを企画しています。

　今期私に与えられたミッションは「入会お

よび参加促進に繋がる魅力づくり」です。

この座談会を開催している5月時点で大印

工組の組合員数は384社まで落ち込み、何も

しなければもっと減少することは明らかです。

共済という数の力で組合が提供するさまざま

なサービスのメリットをもっと分かりやすく伝

える必要があります。今秋にはCSR推進委員

会が主体となって「SDGｓサミット（仮称）」を

大阪で開催します。2025大阪・関西万博に

向けて、持続可能な印刷とは何なのか？新

たな印刷の定義がここにあると考えていま

すので、ご期待ください。

浦久保：　ありがとうございました。組合員
一社ではできないことを共済という数の力

を使って大印工組の存在意義を発揮いただ

き、入会および参加促進に繋げていただき

たいと思います。では次に連帯を担当して

いただいている髙本副理事長にバトンを渡

したいと思います。

魅力ある付加価値サービスで新たな印刷を定義
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大阪府印刷工業組合（以下、大印工組）の存在価値とは何なのか？

コロナ禍という先の見えない社会情勢のなか、この問いにまっ正面からぶつかり

2020年度に船出した浦久保康裕理事長体制も3年が経過しました。

令和の不確実な時代を生き抜き、この先も組合が永続していくために

組合の存在価値そのものを問い直し、構造改革を断行するというミッションのもと、

社会から必要とされる組合になるためにはどうすべきなのか。

今回は大印工組の浦久保理事長を筆頭に副理事長、専務理事の三役で行った

座談会のもようをお伝えいたします。



髙本：　私も山本副理事長と同じ2022年度
から副理事長に就任し、大阪青年印刷人協

議会（以下、大青協）と経営トランスフォーム

委員会および事業承継委員会の３つを担当

しています。昨年度はさまざまな事業の土

台作りに費やした１年でした。

　私に与えられたミッションは「次世代経営

者育成による永続する企業づくり」です。そ

れがしいては「永続する組合づくり」に繋が

ると考えています。経営トランスフォーム委

員会では「印刷経営革新塾」が今期より1年間

のカリキュラムでスタートしています。第1回

の合宿でマインドリセットを行い、「あなた

が社長になる理由」についてしっかりと議論

しました。最終的には経営革新計画を作り

上げていきます。これは単年度ではなく継続

事業なので引き続いて次世代経営者の育成

に尽力してまいります。

　また事業承継委員会では「組合員の声」を

改めてお伺いするためのアンケート調査を

本年6月に実施する予定をしています。どの

業界でも言えることですが事業承継がうまく

進んでいない中小企業が多いと感じていま

す。事業承継について気付きを感じていた

だき、また大印工組に何が求められている

のかを把握するためのアンケート内容と

なっていますので、ご協力のほどお願いい

たします。

浦久保：　大印工組でペーパーサミットに
参画されている企業はまだ一握りです。蚊

帳の外で眺望されている方たちに声を大に

して申したいのは、「一歩踏み出していただ

きたい」ということです。ペーパーサミットだ

けではなく、大印工組が企画する事業にも

前のめりになって参画いただきたいと思い

ます。

　最後に組織強化として大印工組の運営全

般について改革を推進されている松本専務

理事にお願いします。

松本：　浦久保理事長が就任する以前の
事務局運営は、自治体など役所出身の方

が事務局長として就任されていました。そ

うなるとどうしても印刷業会の理解が十分

でない状態からのスタートになるので、前

例踏襲型の事務局運営になってしまう。組

合員が多いときは問題ないのかも知れま

せんが、全盛期の約1/3まで組合員数が減

少した昨今では、このことが大きな課題と

なり、私に白羽の矢が立ったのだと理解し

ています。私も家田副理事長と同じく2020

年から3年間、大印工組のバックオフィス

機能の強化に注力してきました。おかげさ

まで大印工組の財政基盤強化を含めた改

革の基本ベースはできあがったと思って

います。しかし、組合員の増加なしには持

続可能な組合運営はできません。減少を

抑えるのではなく増やしていくため、大印

工組の魅力づくりに邁進していきたいと思

います。

　以前にMEBICの堂野所長と浦久保理事

長との対談（「PRI・O」2021年7月、754号参

照）の中で、印刷工業組合というネーミング

に問題があるんじゃないかと堂野所長が

おっしゃっていましたよね。印刷会社＝印

刷機を持って刷っている会社というイメー

ジがぬぐい切れないから、イベント・映像関

連会社や広告代理店、WEB関連会社やシス

テム開発系企業などは印刷組合に入れな

いという印象を受けてしまっているのだと

思います。組合の名称を変えるのはたやす

いことでないのは重々承知ですが、世の中

が進化しているのに組合が進化しないの

なら持続はできない。まずはメディア部会

などの名称で外部の方も気軽に参加でき

る委員会を立ち上げ、門扉を拡げる活動を

行っていければと考えています。組合員の

減少は大阪に限った話ではなく全国共通

の話です。この問題にどう立ち向かっていく

のか、全印工連でしっかりと協議いただき

たいと思っています。

浦久保：　いちばんの辛い役割を文句ひと
つ言わず担っていただいている松本専務

理事、本当にありがとうございます。非常に

厳しい社会情勢ではありますが、全国のモ

デルケースとなれるよう、大印工組として組

合活性化の成功事例を発信していきたい

と思います。

　市場で取引先や投資先からの信頼を得

るためには、環境配慮やSDGsへの対応が

必須になりつつあります。印刷業界は早く

から環境対応を考えたグリーンプリンティ

ング（GP）認定制度や情報分野におけるユ

ニバーサルデザイン、メディア・ユニバーサ

ル・デザイン（MUD）への取り組み、事業組

合としては日本初のCSR認定制度など、さ

まざまな取り組みを通じて企業の社会的責

任を果しています。そして今、行政、自治体

のSDGsへの取り組みを背景に責任ある企

業から調達（SR調達）を進めようという動き

が出始めています。SDGs時代を生きる企

業の持続可能性をサポートする、日本でも

有数の本格的認定制度である全印工連

CSR認定制度を活用して、組合員がサステ

ナブルカンパニーとなり、印刷物調達を通

じて発注先の社会貢献活動に反映できるよ

う協力をする、まさに「三方良し」の関係を

構築できます。

　今述べました事業を組合員の皆様に分

かりやすく発信し裾野をさらに広げるとと

もに、印刷物のSR調達に向けて私たちが取

り組んでいる内容をこれから実施いたしま

す事業を通じてしっかりと発信し、評価をい

ただき、採用が進むように行政や多くの企

業への働きかけを強化します。任期があと1

年となりましたが役員一同、全力で皆様の

負託に応えるよう努力してまいります。引き

続きご支援、ご協力をよろしくお願いいた

します。

浦久保：　印刷業を継ぐからといって、必ず
しも同じ事業を引き継ぐ必要はない。跡継

ぎベンチャーのような次世代経営者が育っ

ていくことを期待しています。そんな人たち

が連帯しあって魅力のある印刷業界を作り

上げていただきたいと切に願います。

　世間一般の印刷業に対する認識は残念

ながら「印刷物を製造する」という旧態依然

とした産業との認識が強く、そのことが企業

活動にマイナスとなっていることも事実で

す。印刷業の未来に向けて、地域や行政に対

して組合の現状や今後の進む方向をしっか

りと伝え、存在価値や果たしている役割を認

識いただくことが不可欠です。

　次は、渉外担当として対外への発信を担

当いただいている家田副理事長に、現在の

取り組みと今後についてお願いします。

家田：　2020年の浦久保理事長体制から渉
外担当をさせていただいており、広報渉外

委員会および地域共生委員会を担当してい

ます。最初に行ったのが当時は会報誌だっ

た「PRI・O」を対外広報誌として編集方針を

一変させたことでした。行政やさまざまな有

識者との対談を巻頭特集として毎月行い、

「印刷業のいま」を対外的に発信してきまし

たが、まだまだ旧態依然の「印刷」に対する

世間の価値観が変わっていないと感じてい

ます。いくら発信しても「印刷」に興味がない

方は見向きもしません。誰もが興味のある

「快適な日常生活＋印刷」をテーマにした

SNSを今期から開始し、少しでも世間の価値

観を変えていきたいと思っています。

　地域共生委員会では来年で3回目を迎え

る「ペーパーサミット」と2025年の大阪・関西

万博というイベントを通じて「印刷の価値」

を再定義していきたいと考えています。ペー

パーサミットを通じてMEBIC※とのパイプが

太くなりつつあります。クリエイターと印刷

業界がコラボして新たな製品を作っていく

ことで、ここに新しいストーリーというかこだ

わりが生まれてくると思っています。それが

新しい印刷のヒントになると思っています。

　山本・髙本両副理事長が行っている事業

を発信できるのは私の受け持つ広報渉外委

員会しかありません。この委員会を大印工組

と世の中を繋ぐ「ハブ」として大いに機能さ

せて2025大阪・関西万博で持続可能な社会

に必要とされる印刷について、世界に発信

していきたいと思っています。

永続する組合づくりに向けてラストスパート 時代にマッチした組織改革を断行

「印刷の価値」を対外発信

※MEBIC：クリエイティブネットワークセンター大阪メビック。大阪市経済戦略局が設
置し、公益財団法人大阪産業局が運営するクリエイティブ産業振興施設。大阪に集積す

るクリエイティブ関連企業の活性化のために、大阪で活動するクリエイター同士やクリエ

イターと企業などとが“顔の見える関係”を築くためのコミュニティづくり、競争とコラボ

レーションによる新たなビジネスや価値が生まれる環境づくりに取り組んでいる。

大印工組  三役座談会
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